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研究成果の概要：①森林環境教育の多様な広がりを，森林・林業の歴史認識，環境教育，野外
教育，ESDなどの関連教育分野との関係性，学校教育の中での位置づけ，エコツーリズム，森
林ボランティア，障害者活動などの関係において整理し，森林ESDや山村の持続性など，今後
につながる視点を提起した。②研究代表者および分担者のそれぞれのフィールドで，新たな森
林環境教育プログラムの開発と実践を行い，プログラムの教育効果を分析した。③国内外の森
林環境教育プログラムの事例調査と分析を行った。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００４年度  

２００５年度  

２００６年度 5,400,000 0 5,400,000 

２００７年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

 ２００８年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000 

総 計 14,700,000 2,790,000 17,490,000 

 
 
研究分野：森林科学 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 科学教育 
キーワード：森林環境教育，森林教育，環境教育，ESD，演習林 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 地球環境の危機的状況に絡んで，環境教
育や ESD（持続可能な開発のための教育）が
現在きわめて重要視されている。国土の３分
の２を森林が占めるわが国では，環境教育の
テーマやフィールドとして森林は欠かせない
重要な存在である。近年，学校教育において
も森林・自然体験に基づく環境教育や野外教
育が盛んに行われている。民間の自然学校や
公立の野外活動施設などが活発に活動し，森
林関係の官公署もさまざまな野外体験や環境
学習イベントを実施するようになった。 

(2) このような中，森林科学の分野でも環境
教育への関心が高まっている。森林をテーマ
やフィールドとする「森林環境教育」の研究
や大学演習林でのさまざまな実践活動が行わ
れるようになったが，森林科学分野からの環
境教育への取組はまだ日が浅い。森林科学の
専門的分野からの情報発信，プログラムや教
材の開発と実践・評価，指導者育成を目指し
た教育カリキュラムの構築などが今後必要で
あると考えられるが，これらの課題の整理や，
研究手法，教育体系についての検討は不十分
である。 
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２．研究の目的 
本研究では，森林を題材とした新しい環境

教育の体系を確立することを目指し，森林環
境教育の研究や実践に取り組む研究者が共同
して，森林環境教育の歴史と社会的背景，関
連する教育分野とのつながり，現在の課題等
について整理し，教育主体と教育手法の面か
ら森林環境教育の体系について検討する。さ
らに，その普及と検討結果へのフィードバッ
クを目的として，演習林でのプログラムの開
発・実践・評価を行う。 
 
３．研究の方法 

本研究では，新しい森林環境教育の体系を
総合的かつ多面的に検討するとともに，その
結果を踏まえつつ，並行して，演習林におけ
る森林環境教育プログラムの開発と実践お
よび評価をおこなう。その評価は再び体系へ
フィードバックされることになる。 
(1) 森林環境教育の体系の検討 
① 環境教育や野外教育の歴史・手法と森林

環境教育の比較分析 
② 林業教育と森林環境教育の関係分析 
③ 大学の森林科学分野カリキュラムにおけ

る森林環境教育の位置づけ 
④ 小・中学校の理科教育における森林環境

教育の位置づけ 
⑤ 森林環境教育の経済評価と費用負担に関

する検討 
⑥ 新しい森林環境教育の体系に関する検討 
(2) 新しい森林環境教育プログラムの開発・

実践・評価 
① 森林環境教育を実践する施設とプログラ

ムの収集・分析 
② 新しいプログラム開発と演習林における

実践 
③ プログラム評価方法の検討および評価 
④ プログラムの実践・評価に関する比較調

査 
 
４．研究成果 
(1) 森林環境教育の体系の検討 
 研究代表者および分担者がそれぞれの専
門分野に基づいて検討し，計 5 回実施した研
究会の中で議論した。わが国の森林・林業の
歴史認識に立った森林環境教育のあり方，環
境教育，野外教育，ESDなどの関連教育分野
との関係性，小中学校や高校などの学校教育
の中での位置づけ，エコツーリズム，森林ボ
ランティア，障害者活動などの教育的側面と
しての森林環境教育のとらえ方などについ
て整理することができた。特に森林環境教育
とESDの概念が融合した「森林ESD」の考え
方や，森林文化を育んできた山村の持続性へ
の視点などは，今後につながる新たな成果と
言える。 

(2) 森林環境教育プログラムの開発と演習林
での実践および評価に関する検討 

 鹿児島大学演習林，岩手大学演習林，東京
大学富士演習林，愛媛大学演習林，森林総合
研究所多摩森林科学園において新たなプロ
グラム開発と実践を行った。それぞれの活動
では，参加者へのアンケート調査や観察，ビ
デオ解析などの手法により，プログラムの教
育効果や評価について検討した。鹿児島大学
演習林では，林業体験プログラムに参加した
児童への事前事後および半年後のアンケー
ト調査を行い，プログラムの教育効果を明ら
かにした。愛媛大学演習林では，視覚障害者
に対応した森林環境教育プログラムおよび
教材の開発とその効果についての評価を行
った。 
(3) 森林環境教育プログラムに関する調査 
 森林環境教育プログラムを実施している
国内外の自然学校等を対象として，プログラ
ムの内容，開発方法，フィールド環境，指導
者育成方法，地域との連携などについて現地
を視察し、聞き取り調査を行った。また，森
林環境教育プログラムの多様な展開を捉え
るために，各種団体にアンケート調査を実施
し，活動のねらい，内容，対象，指導者，経
費等について，活動団体の属性によるおおよ
その傾向を明らかにした。 
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